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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策により緩やかな景気回復

が続きましたものの、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動による消費の落ち込みが想定以上に長引き、力強さに

欠けるものとなりました。 

水産物卸売市場業界におきましては、消費税増税による影響は限定的でしたが、放射能汚染問題、水産資源の

減少、市場外流通の増加、市場間競争の激化などに加えて、台風や大雨など天候不順の影響を受け、取扱数量の減

少が続く厳しい事業環境で推移しました。 

このような状況のなか当社グループは、消費者の皆様にご納得いただける安全・安心でおいしい商品をご提供

できますよう、集荷・販売の強化に取り組んでまいりました。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、主たる事業である水産物卸売事業において前年同期を僅かに上回りま

したものの、冷蔵倉庫及びその関連事業、不動産賃貸事業において下回りましたため、前年同期と比べ0.1％減少

の60,095百万円となりました。利益面では売上高の減少に伴い、売上総利益率が低下し、販売諸経費等も増加した

ため、営業利益は前年同期と比べ9.1％減少の695百万円、経常利益は前年同期と比べ10.8％減少の749百万円とな

りました。特別利益に、東京電力㈱の福島原子力発電所における事故に伴う受取損害賠償金を、前年同期と比べ30

百万円多い95百万円計上しました結果、四半期純利益は前年同期と比べ2.9％増加の652百万円となりました。 

セグメントの業績概況は次の通りであります。 

①  水産物卸売事業 

水産物卸売事業につきましては、取扱数量は前年同期を下回りましたが、魚価が上昇したため売上高は前年同期

と比べ0.1％増加の55,525百万円となりました。売上総利益率は前年同期とほぼ同水準でしたが、人件費の減少等

により、営業利益は前年同期と比べ2.6％増加の200百万円となりました。 

②  冷蔵倉庫及びその関連事業 

冷蔵倉庫及びその関連事業につきましては、冷蔵倉庫事業は堅調でしたが、水産物の製造加工が振るわず、売上

高は前年同期と比べ1.7％減少の4,239百万円となりました。売上原価の削減に努めましたものの、売上総利益率が

低下し、減価償却費の増加もあり、営業利益は前年同期と比べ16.7％減少の362百万円となりました。 

③  不動産賃貸事業 

不動産賃貸事業につきましては、稼働率が低下したため売上高は前年同期と比べ1.8％減少の330百万円となりま

した。売上原価の削減に努め、売上総利益率は僅かながら上昇しましたが、人件費の増加等により、営業利益は前

年同期と比べ1.9％減少の144百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ646百万円増加し、26,437百万円とな

りました。流動資産は719百万円増加し、17,691百万円となりました。主な要因は、商品及び製品が841百万円、受

取手形及び売掛金が685百万円増加したことによるものです。固定資産は72百万円減少し、8,745百万円となりまし

た。主な要因は、破産更生債権等が432百万円減少し、これに伴い貸倒引当金が407百万円減少したことによるもの

です。 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ228百万円増加し、14,754百万円となり

ました。流動負債は175百万円増加し、8,892百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金が285百万円

増加したことによるものです。固定負債は53百万円増加し、5,861百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ417百万円増加し、11,682百万円とな

りました。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の43.7％から44.2％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月13日に発表しました数値から変更ありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

 （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」と

いう。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17

日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本

文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を

見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の

決定方法を残存勤務期間に基づく割引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第

２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰

余金に加減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が33百万円減少し、利益剰余金が33百万

円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,306 5,731 

受取手形及び売掛金 7,205 7,890 

商品及び製品 3,044 3,886 

仕掛品 31 23 

原材料及び貯蔵品 243 448 

その他 231 761 

貸倒引当金 △1,090 △1,049 

流動資産合計 16,972 17,691 

固定資産    

有形固定資産    

土地 3,599 3,594 

その他（純額） 2,531 2,545 

有形固定資産合計 6,130 6,139 

無形固定資産 691 753 

投資その他の資産    

破産更生債権等 2,772 2,339 

その他 1,880 1,761 

貸倒引当金 △2,656 △2,248 

投資その他の資産合計 1,996 1,852 

固定資産合計 8,818 8,745 

資産合計 25,790 26,437 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,263 3,548 

短期借入金 4,460 4,354 

未払法人税等 170 104 

賞与引当金 82 82 

資産除去債務 － 2 

その他 740 798 

流動負債合計 8,717 8,892 

固定負債    

長期借入金 2,373 2,370 

退職給付に係る負債 1,886 1,892 

資産除去債務 86 84 

その他 1,461 1,514 

固定負債合計 5,808 5,861 

負債合計 14,526 14,754 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,376 2,376 

資本剰余金 1,017 1,017 

利益剰余金 7,122 7,648 

自己株式 △62 △63 

株主資本合計 10,453 10,978 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 240 277 

繰延ヘッジ損益 0 0 

土地再評価差額金 329 329 

為替換算調整勘定 405 254 

退職給付に係る調整累計額 △163 △157 

その他の包括利益累計額合計 811 703 

純資産合計 11,264 11,682 

負債純資産合計 25,790 26,437 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 60,144 60,095 

売上原価 56,576 56,574 

売上総利益 3,568 3,520 

販売費及び一般管理費 2,802 2,824 

営業利益 765 695 

営業外収益    

受取利息 20 22 

受取配当金 29 31 

その他 58 33 

営業外収益合計 108 88 

営業外費用    

支払利息 30 27 

その他 3 6 

営業外費用合計 33 34 

経常利益 840 749 

特別利益    

受取損害賠償金 64 95 

特別利益合計 64 95 

税金等調整前四半期純利益 904 845 

法人税、住民税及び事業税 285 206 

法人税等調整額 △14 △13 

法人税等合計 270 192 

少数株主損益調整前四半期純利益 634 652 

四半期純利益 634 652 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 634 652 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 65 36 

繰延ヘッジ損益 0 △0 

為替換算調整勘定 275 △150 

退職給付に係る調整額 － 6 

その他の包括利益合計 340 △107 

四半期包括利益 975 544 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 975 544 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）1 

四半期連 
結損益計 
算書計上 

額 
（注）2 

 
水産物卸売 

事業 

冷蔵倉庫及 
びその関連 

事業 

不動産賃貸 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 55,496 4,310 336 60,144 － 60,144 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
378 1,319 58 1,756 (1,756) － 

計 55,874 5,630 395 61,900 (1,756) 60,144 

セグメント利益 195 435 147 777 (11) 765 

（注）1．セグメント利益の調整額△11百万円は、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額等であります。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）1 

四半期連 
結損益計 
算書計上 

額 
（注）2 

 
水産物卸売 

事業 

冷蔵倉庫及 
びその関連 

事業 

不動産賃貸 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 55,525 4,239 330 60,095 － 60,095 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
438 1,239 57 1,736 (1,736) － 

計 55,964 5,479 388 61,831 (1,736) 60,095 

セグメント利益 200 362 144 707 (11) 695 

（注）1．セグメント利益の調整額△11百万円は、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額等であります。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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